
2011年度と2012年度の講義実績

原告の講義実績 (ネット公開シラバスより)
◆ 2011年度、1部の時間帯 4コマ、 2部の時間帯 2コマ、 合計 6コマを講義。
◆ 2012年度、1部の時間帯 4.5コマ、2部の時間帯 2コマ、 合計 6.5コマを講義。
◆ いずれも、教員の就業義務コマ数 4コマを大きく上回つている     (大 阪経済大学就業規則 第27条 )

■ 平成25年11月 12日の準備書面(1)における被告の主張
被告は、「就業規則上の義務的担当授業数を満たすために、学部の配慮により、やむなく1部科目の複数分割開講を行つた」と
述べ、これを続けることは好ましくないと主張、その証拠として、乙7を示し、学則には「経営学部第2部経営学科」の授業科目には
「情報バリューエンジエアリング」「情報ネットワーク論 I」「情報ネットワーク論Ⅱ」が記載されていない、としている。

■ 平成25年11月 12日の準備書面(1)における被告の主張の矛盾
① 被告は、2部の時間帯に1部科目を勝手に重複開講している(原告、甲第11号証 p3-7)と述べている。
シラバスでは、第1部経営学科の科目名に「情報バリューエンジエアリング」「情報ネットワーク諭 I」「情報ネットワーク諭 E」と
乙7では欠落している「経営情報論」が明記され、
第2部経営学科の教員名には吉井康雄の名前がないことから、1部科目の重複開講となつている。

② 2部学生には、第1部科目を60単位以内で受講可の規程(乙第7号証p21)により、問題はない。
③ 問題は、別紙に示すように、経営学部執行部が3代 (北村、井形、池島)に亘つて、
☆ 自ら「カリキュラム制度を逸脱する行為」をしていること。
☆ 特任を辞退させる最初の理由にあげていること(甲第11号証 pp 3‐ 7)。
☆ そのような悪意ある行為をもとに、推薦委員会委員長である徳永学長から受理不可との結論をひきだし、
一方的に推篇委員会に推薦しないとしていることである。
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火 4 眸餓バリューエンジエアリング 24236

月 5 情報ネットワーク論 I 15111

月 6 隋報ネットワーク諭 1 16121

月 7 情報バリューエンジエアリング 17041

火 7 陽営情報論 27041
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火 2 経営学特殊講義(環境経営論) 22411

月 4 演習 I 14511

火 4 隆営学特殊講義(バリューマネジメント諭) 24311

月 5 情報ネットワーク論Ⅱ 15331

火 5 外国書講読 I(英語) 25416

月 6 隣報ネットワーク論 I 16241
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情報ネットワーク論 I 14181

木 4 外国書講読 I[経営学部] 44221

月 5 演習 I 15176

木 5 経営情報論 45101

月 7 青報ネットワーク論 1 16101

木 7 経営情報諭
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木 外国書講読 I[経営学部]

月 4 情報ネットワーク論 I 14446

木 4 演習 I 44516

月 5 演習皿 15421

木 5 情報バリューエンジエアリング 45301

月 7 椰報ネットワーク諭Ⅱ 16206

木 7 青報バリューエンジニアリング 46146

※ 2012年度 講義コマ数 (義務コマ数は4コマ)⇒ |.5コマ

出J=http://webi4.osaka―ue.ac.ip/Oku/campus?view=view.sy‖ abus.ex.frame&func=function.sy‖ abus.ex.frame


